
 

◇◆特 集◆◇ 

 
★都市再生特別措置法の一部を改正する法律等により導入された 

                     道路関係制度の概要について★ 
（国土交通省 道路局 路政課 道路利用調整室） 
 
 都市再生特別措置法の一部を改正する法律及び関係政令の施行に伴い、市町村がまちづ

くりの観点から必要と考える施設等の設置について、同法の都市再生整備計画に記載した

場合等において、無余地性の基準を定める道路法の規定にかかわらず、占用を許可が可能

となる予定です。 
 また、道路法施行令の改正により、同法に規定する特定都市道路の上空に設ける建築物

等及び食事施設等の占用許可対象物件への追加等を行う予定です。 
 

 
 
◇◆道路法令Ｑ＆Ａ◆◇ 
 

★自転車専用道路等について★ 
（国土交通省 道路局 路政課） 
  
自転車専用道路等について解説する。 
 

 

 

◇◆ＴＯＰＩＣＳ◆◇ 

 

★オフィス街ロードクリーン２０１１★ 
（国土交通省 道路局 国道・防災課） 
 
 平成２３年８月２日（火）、霞が関及び虎ノ門に勤務されている方々のボランティアによ

り、勤務地周辺の国道・都道・区道を清掃する「オフィス街ロードクリーン 2011」 を実施

しました。 
 当日は、約 1,200 名余りの方々にご協力をいただき、歩道の清掃を行った結果、約 10m2
余りのゴミや枯葉、雑草を回収しました。 
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◇◆地域における道路行政に関する取組み事例◆◇ 

 

★「道路ふれあい月間」北陸地方整備局の熱い夏★ 

（国土交通省 北陸地方整備局 道路部 路政課） 
 
 北陸地方整備局の各事務所が行った、「道路ふれあい月間」（８月１日～８月３１日）に

あたり、道路を利用される皆様に道路の役割や重要性を再認識していただくこと、道路愛

護活動の推進及び道路の正しい利用の啓発を図ること等を目的とした取組の一部を紹介し

ます。 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
★大規模地震発生後の土砂災害に対する危機管理の取り組み★ 

（新潟県 土木部 道路管理課） 
 
 新潟県では相次ぐ地震による被災経験を踏まえ、土砂災害に対して独自の危機管理に取

り組んでいます。 
 長野県北部地震から間もない７月下旬には、「平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨」による大

雨で多数の土砂災害が発生し、被害を受けましたが、これまでの取組みが今回の豪雨にど

のような効果を発揮したのか検証結果を紹介します。 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
★長岡市の除雪出動管理システムについて★ 
（新潟県 長岡市 土木部 道路管理課） 
 
 長岡市の降雪量は、地域間で大きな相違があり、支所単位(合併前の市町別)で地域固有の

業務として除雪業務を実施しております。中でも除雪規模の大きい長岡地域(旧長岡市域)
においては、確実な除雪出動をするため、出動管理の一元化を図り、また、コスト縮減を

図るとともに深夜に及ぶ職員の負担の軽減を目的として、平成 20 年より除雪出動管理シス

テムを導入しました。本稿では、この除雪出動管理システムについてご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
◇◆編集後記◆◇ 

 
９月も半ばに入り、朝夕の風に秋の気配を感じるようになってきました。 
過ごしやすい日が続くようになると、不思議と新しいことに挑戦してみたいという気持

ちになります。そこで、この秋は、“食欲の秋”、ではなく“芸術の秋”を体験してみるこ

とにしました。ひとことで芸術といっても、美術・文学・音楽・演劇など、分野がたくさ

んあります。芸術とは、表現するものが鑑賞するものに自身の想いを伝えようとするもの

だと思いますが、自分が表現者になるのではなく、まずは、目と心で芸術に触れてみよう

と思い立ち、最近、仏像鑑賞が注目されていることから、「空海と密教美術展」に出かけて

みることにしました。 
密教は、その名のとおり、秘密の教えであり、その奥深い教えは、絵画などを用いなけ

れば理解できないとされ、美術作品が重視されているそうです。今回の展覧会では、国宝

や重要文化財に指定されている平安時代前期の代表的な密教美術作品をみることができま

した。会場では、展示手法に工夫が凝らされ、思想の世界観などを視覚的・象徴的に表し

た曼荼羅（まんだら）が、仏像を用いて立体的に表現されていました。もともと、京都の

東寺において、空海の思想に基づき安置されている２１体の仏像で曼荼羅が表現されてい

るようですが、そのうちの８体による仏像曼荼羅の空間を体感できるように表されており、

暗めの照明によって浮かびあがったようにみえるその仏像群は、とても迫力があり幻想的

な雰囲気に包まれていました。 
今回鑑賞した展覧会は、密教の教義や世界観を表現するものでしたが、その信仰がなく

とも、歴史のある美術作品に、時を経た美しさを目と心で感じることができ、とても穏や

かな気持ちになりました。また、日本の美の奥深さをも感じとることができました。 
自分の知らない世界を少しだけでも知ることによって、とても前向きな気分になること

ができました。秋の深まりと共に、教養を深められるよう、もう少し色々な芸術の世界に

触れてみて、自分の感性に合ったものを見つけたいと思います。（Ｋ） 
 
 


